
2026 年度 児童発達支援センターにこにこ 事業計画 案 

 

１．事業目的・経営方針                                                                       

障がいの有無に関わらず発達の個人差により生活のし辛さのある、地域の子ども達及びその家族が通

所し、日常生活における基本的動作の指導、自活に必要な知識や技能の付与または集団生活への適応の

ための訓練を行う事を目的とし、センターとして相談窓口の一元化、対象となる児童への適切な支援の

拡充、関係機関との連携をより充実させていくことで子育てのしやすい環境、地域作りを目指す。 

2026 年度も引き続きスローガンを①「来て良かったにこにこ」②「子ども達の“楽しい”“嬉しい”がた

くさんつまったにこにこ」③「子どもも保護者もスタッフもみんな笑顔で」とした施設づくりを意識し強

化する。 

 

２．組織体制                                                                            

【Ⅰ】利用定員                                         

                                                   

事業所名  事業名 定員 対象障がい 対象年齢 

児童発達支援 

センターにこにこ 

児童発達支援  

１０ 

すべての 

障がい 

未就学児 

放課後等デイサービス 就学児 

（6～18 歳） 

保育所等訪問支援  未就学～就学児 

※保育所等訪問は利用者による申請（1 人月１回程度） 

 

【Ⅱ】職員構成                                                                                               

職員数 1０ 名 （正規職員５名 非常勤職員５名）2026.4.1 

管理者・児童発達 

支援管理責任者 
１ 保育士 

１ 

（２） 
児童指導員 

１ 

※（３） 

作業療法士 １ 心理士 ※１   

・（）内数は非常勤職員 

・※は他事業と兼務 

・組織図・職務分掌 別紙参照 

３．営業時間                                          

開所時間 8:30～18:00 月曜日～金曜日、第３週土曜日 （9:30～15:30） 

・9 時 00 分～11 時 30 分（児童発達支援）  

・14 時 00 分～17 時 30 分（放課後デイサービス） 

※お盆・年末・年始 12 月 29 日～1 月 3 日までは休みとする 

※年に 1 回、放課後等デイサービスの親子療育を実施（9:30～15:30） 

※第３週土曜日には中高生以上を対象とした活動を実施 

※年に 2 回土曜日に児童発達支援の親子療育を実施 

 

４．事業概要                                          

【Ⅰ】児童発達支援（にこにこなかま）                                                           



目 的                         

定員 10 名に対して、午前中（9 時～11 時 30 分）月曜日～金曜日で曜日毎にグループを分け、未就学

児及びその家族等に対して基本的生活動作、また集団生活への適応を図り、小集団活動、運動・感覚遊び

等を実施している。2026 年度も引き続き言語療法、音楽療法を取り入れ、専門講師による指導のもと、

様々な活動の体験の機会を得る。個別療育や保護者同士の茶話会の時間を必要に応じて設定し、保護者

支援体制の充実を図る。 

 

（１）契約者数（2026.4.1） 

学年 未満児・年少 年中 年長 

契約者総数 ３ ４ ６ 

医療的ケア児 ０ ０ ０ 

措置児童 0 １ ０ 

                                                       計 1３名 

（２）主活動・行事関連 

□１ 感覚統合 

□２ サーキット 

□３ 買い物体験 

□４ クッキング 

□５ 製作活動 

□６ リトミック 

□７ 就学時健診の練習 

□８ サポートブックの作成 

□９ その他、季節に合わせた内容を盛り込む（水遊び、遠足など） 

□10 保護者交流会、茶話会 

 

【Ⅱ】放課後等デイサービス（すまいる）                                                         

目 的 

定員 10 名に対して、学校終了後に送迎を行い、月曜日～金曜日毎にグループを分け、基本的生活動作、

また集団生活への適応を図り、SST、小集団活動、個別学習等を実施している。毎月第３週土曜日の療育

においては、中高生を対象として自立に向けた活動を取り入れる。また、作業療法士や強度行動障がいの

研修を受けた職員を配置し、より専門的な療育を行う 

 

（１）契約者数（2026.4.1） 

 小学生 中学生 高校生 

契約者総数 27 10 4 

医療的ケア児 １ ０ ０ 

措置児童 １ １ ０ 

計４３名 

（２）主活動・行事関連 

□1 感覚統合 

□2 サーキット 



□3 公共施設の利用（図書館や環境センター訪問、公共交通機関の利用、買い物体験など） 

□4 クッキング 

□5 製作活動 

□6 地域行事への参加 

□7 その他、季節に合わせた内容を盛り込む（水遊び、遠足など） 

□8 祝日の親子療育の開催 

□9 オリーブの木の子ども地域食堂ポパイと連携した活動 

 

【Ⅲ】保育所等訪問支援事業                                                                                

目 的 

月に 1 回～2 回、保護者から申請があった場合に訪問支援員が利用者の通っている保育所等を訪問し、

支援先の職員に助言等を行い利用者の安心した生活のサポートを提供する。 

（保育所等訪問支援員 1 名：心理士） 

【契約者数】７８名（保育所等訪問のみ）2026.4.1 

 

【Ⅳ】児童発達支援センター等機能強化事業                                                        

目 的  

児童発達支援センターの地域の中核的役割や機能強化を図ることにより、地域における障がい児支援の

質の向上や、“気になる段階”から支援を行うための体制整備を図り、発達障がい児等への支援やインクル

ージョンの推進等、地域における障がい児やその家族への支援体制の強化を図ることを目的とする。 

（療育相談員 2 名：心理士・児童指導員） 

実施事業 

Ⅰ．基本事業 

（ア）児童発達支援センター等の質の向上と人材養成 

（イ）地域における障がい児支援の質の向上 

a 地域の障害児通所支援事業所等に対するスーパーバイズ・コンサルテーションの実施 

b 地域のインクルージョンの推進 

c 障がいが疑われるこども等、ハイリスクなこどもと家族のサポート 

d 地域の事業所等への研修等の実施 

Ⅱ．選択事業 

・ 対象事業所等周辺の地域住民等に対する当該事業所等を利用する障がい者の特性や必要な配慮等に関

する普及啓発の実施 

・ 夏休み等の活動の場づくり（文化芸術活動、スポーツ・レクリエーション活動の実施等） 

・ 学校入学前の障がい児に対する集団適応のための支援 

 

【Ⅴ】巡回支援専門員整備事業                                                                   

目 的 

発達障がい等に関する知識を有する専門員が、保育所等(幼・保・こども園、小・中・高や学童)の子ど

もやその親が集まる施設・ 場への巡回支援を実施し、施設等の支援を担当する職員や親に対し、障害の

早期発見・ 早期対応のための助言等の支援を行う。 

（巡回支援専門員 1 名：心理士） 



 

 

【Ⅵ】日中一時支援事業                                                                   

目 的 

障がい者等（本事業では児に特定）における活動の場を確保し、家族の就労支援及び障がい者等を日常

的に介護している家族の一時的な休息を目的とし、水俣市と津奈木町より委託を受ける。 

□１ 利用定員 

水俣市・津奈木町在住の利用者が福祉課で申請をし、保護者の希望で随時利用（1 日３名程度を上限） 

□２ 営業時間 

開所時間 8:30～18:00 月・火・木曜日 

※利用者の状況により閉所することもある 

※お盆・年末・年始 12 月 29 日～1 月 3 日までは休みとする 

 

５．職員処遇                                           

職員研修                                                                                   

目的 

生活のし辛さを抱える児童とその保護者に対して、よりタイムリーでニーズに合った情報提供と支援ス

キルを効果的に上げるために研修を充実させ、一人ひとりの研修計画を策定し職員の意欲向上を図る。 

 

□１ 光明童園が行っている職員研修等に積極的に参加を行う 

□２ センターとして研修の場を開き、保護者や支援者向けの研修会を開催 

□３ 法人の地域向けセミナーへの参加 

□４ 他の施設を見学、研修する職員研修の実施 

□５ zoom を使ったオンライン研修の実施及び参加 

□６ こども総合療育センターや熊本県南部発達障がい者支援センター主催の研修へ積極的に参加する 

□７ 年 6 回療育に携わる関係機関を対象とした研修会の実施（状況に応じてオンライン対応） 

□８ その他の研修については研修計画表参照 

□９ 有資格者の人材確保や資格取得（社会福祉士・保育士・公認心理師・精神保健福祉士）に向けての

個々のスキルアップを図る 

□10 職員の専門性向上及びレスパイトを目的に、放課後等デイサービスハグとの事業所間で一定期間の

人事交流（職員の一時的配置換え）を実施する 

※『年間行事予定表』・『職員研修予定一覧』参照 

 

６．権利擁護                                           

権利擁護及び苦情解決体制                                                                       

目 的 

 利用者及び職員への虐待防止の徹底を図る。 

 

□１ 苦情解決委員体制（責任者・担当窓口）を設立し 1 週間に 1 度の苦情箱の確認を行う 

□２ 管理者による職員への個別面談及び人事評価   

□３ 人権擁護のためのチェックリスト 



□４ 熊本県主催の虐待防止研修に参加を行う 

□５ 保護者からの施設評価を行いホームページに掲載する 

□６ web アンケートを用い、毎月の職場の改善や要望等を自由に発言できる機会を設ける 

 

７．危機管理                                          

目 的 

管理規程に定めている事故防止規程の徹底を図り、通所児童の安心・安全を守る為、より一層の体制強

化と危機管理の徹底を図る。 

 

□１ 児童養護施設光明童園が行う避難訓練（年 1 回）、防犯訓練（年 2 回）に当センター職員、また可

能であれば利用者も積極的に参加を行い、独自にセンターでも月 1 回の避難訓練（風水害に加えて、感

染症拡大を想定した訓練）をそれぞれの事業で行う 

□２ 月 1 回の職員会議に事故防止委員会及び虐待防止委員会、感染症対策委員会を設け、該当月のヒヤ

リハット事案を作成する 

 

８．地域交流支援                                        

目 的 

地域の方々により一層施設を理解して頂き施設運営とサービス提供への理解と協力をいただく。 

□１ 広報誌（月間行事）などの便りを発行する 

□２ インターネットの SNS サービスを利用し、行事の案内やお知らせを行う 

□３ ホームページの運営 

□４ パンフレットや広報誌、ホームページはユニバーサルデザインの理念のもと、見る方々がより分か

り易いものにし、本圏域用の通所支援事業所一覧のパンフレットを定期的に更新する 

□５ 地域向けに施設主催の研修会等を行う 

□６ 気軽に育児や子育て、家庭の悩み等を相談する場として専門員の配置（児童発達支援センター強化

事業） 

□７ 毎月第三土曜日の療育活動の中でオリーブの木の子ども地域食堂ポパイにスタッフとして子ども

達も参加する 

□８ 水俣芦北地域の障がい者総合支援協議会こどもサポート部会へ積極的に参加し、他の障がい福祉関

係機関との連携を図り、地域の実情に応じた体制の整備について協議する 

９．施設整備                                           

なし 

10.その他                                             

後援会組織                                                                                      

ひかりどうえんを支える会 

児童の福祉に寄与すると共に、会員相互の親睦と地域の福祉向上に貢献する事を目的とし、利用者の

為の療育の備品、施設整備資金など必要に応じて申請を行う 

 



2026 年度 放課後等デイサービスハグ 事業計画 案 

 

１．事業目的・経営方針                                                                       

障がいの有無に関わらず日常生活において何らかの困難さを抱える、地域の子ども達及びその家族が

通所し、日常生活における基本的動作の指導、自活に必要な知識や技能の付与または集団生活への適応

のための訓練を行う事を目的とする。 

また、スローガンを「ハートゆたかにグッドな毎日」として、理解・傾聴・肯定・誠実・笑顔を５本柱

とし子どもと家族の安心できる場の提供と相談できる場に努める。 

２．組織体制                                                                            

【Ⅰ】利用定員                                                                                 

事業所名 定員 対象障害 対象年齢 

放課後等デイサービス ハグ １０ 全て 

 

就学児 

 

【Ⅱ】職員構成                                                                                               

職員数 5 名 （正規職員４名 非常勤職員 1 名）2026.4.1 

管理者 

児童発達支援管理責任者 

１ 保育士  (1）  

 

   

児童指導員 

（社会福祉士含む） 

２    看護師 １   

・（）内数は非常勤職員 

・組織図・職務分掌 別紙参照 

３．営業時間                                          

【営業時間】※（）内はサービス提供時間 

月曜日～金曜日８：30～１８：３０(14：00～17：30) 

第１・３土曜日・祝日（不定期）８：００～1７：０0（9:00～15：00）  

※第１週、第３週土曜日には中高生以上を対象とした活動を実施予定し、それに伴い第２、４月曜日を休

所する。 

 

４．事業概要                                                                     

目 的                         

定員 10 名に対して、学校終了後に送迎を行い、月曜日～金曜日毎にグループを分け、基本的生活動作、

また集団生活への適応を図り、SST、小集団活動、個別学習等を実施。また、毎月第１、３週土曜日の療

育においては、中高生以上を対象とした生活スキルや社会的スキル等の向上のための活動を取り入れる。 

 

（１）契約者数（2026．4.1） 

 

 

 

  計４５名 

 

 小学生 中学生 高校生 

契約者総数 １３ 1６ １１ 

医療的ケア児 １ １ ０ 

措置児童 ３ ０ ０ 



（２）主活動・行事関連 

□1 個別学習 

□2 集団活動（SST・サーキット・フィールドトレッキングなど） 

□3 公共施設の利用（図書館や環境センター訪問、公共交通機関の利用、買い物体験など） 

□4 クッキング 

□5 製作活動 

□6 地域行事への参加（子ども地域食堂への参加、クリーンアップ作戦への参加など） 

□7 季節の行事（花見、川遊び、ハロウィンお化け屋敷、クリスマス会、お正月など） 

□8 祝日の親子療育の開催 

 

５．職員処遇                                           

職員研修                                                                                   

目的 

生活の困難さを抱える児童とその保護者に対して、よりタイムリーでニーズに合った情報提供と支援ス

キルを効果的に上げるために研修を充実させ、一人ひとりの研修計画を策定し職員の意欲向上を図る。 

 

□１ 法人や部門で行う職員研修等に積極的に参加 

□２ 他の施設見学等の実施 

□３ zoom を使ったオンライン研修の実施及び参加 

□４ こども総合療育センターや熊本県南部発達障がい者支援センター主催の研修へ積極的に参加 

□５ その他の研修については研修計画表参照 

□６ 有資格者の人材確保や資格取得（社会福祉士・保育士・公認心理師・精神保健福祉士）に向けての

個々のスキルアップを図る 

□７ 手話や指文字の研修 

□８ 医療的ケア児に関する研修 

□９ 職員の専門性向上およびレスパイトを目的に、児童発達支援センターにこにことの人事交流 

   （職員の一時的配置換え）を実施する 

※『年間行事予定表』・『職員研修予定一覧』参照 

 

６．権利擁護                                           

権利擁護及び苦情解決体制                                                                       

目 的 

 利用者及び職員への虐待防止の徹底を図る。 

 

□１ 苦情解決委員体制（責任者・担当窓口）を設立し 1 週間に 1 度の苦情箱の確認 

□２ 管理者による職員への個別面談及び人事評価   

□３ 人権擁護のためのチェックリスト 

□４ 熊本県主催の虐待防止研修に参加 

□５ 保護者からの施設評価を行いホームページに掲載 

□６ web アンケートを用い、毎月の職場の改善や要望等を自由に発言できる機会を設ける 

 



 

 

７．危機管理                                          

目 的 

管理規程に定めている事故防止規程の徹底を図り、通所児童の安心・安全を守る為、より一層の体制強

化と危機管理の徹底を図る。 

□１ 消防計画を元に防犯訓練（年 2 回）避難訓練（毎月）を実施する 

□2 救命救急に関する研修を夏休み前に実施 

□３ 月 1 回の職員会議に事故防止委員会・虐待防止員会を設け、該当月のヒヤリハット事案を作成する 

  また、感染症委員会も開催し、職員及び利用者とその家族の健康管理を促す 

 

８．地域交流支援                                       

目 的 

地域の方々により一層施設を理解して頂き施設運営とサービス提供への理解と協力をいただく。 

□１ インターネットの SNS サービスを利用し、行事の案内やお知らせを行う 

□２ ホームページの運営 

□３ パンフレットや広報誌、ホームページはユニバーサルデザインの理念のもと、見る方々がより分か

り易いものを作成 

□４ 地域向けに施設主催の研修会等の実施 

□５ 深川地区の方々とのグランドゴルフ大会の開催 

□６ 療育活動の中で子ども地域食堂にボランティアスタッフとして子ども達も参加 

 

９．施設整備                                           

・毎月施設内外の安全点検を実施 

 

10.その他                                             

後援会組織                                                                                      

ひかりどうえんを支える会 

児童の福祉に寄与すると共に、会員相互の親睦と地域の福祉向上に貢献する事を目的とし、利用者の 

為の療育の備品、施設整備資金など必要に応じて申請を行う 

 



2026 年度 発達サポート部門 組織図 

 

児童発達支援センターにこにこ 
 

【にこにこなかま】   【保育所等訪問支援】     【地域支援】 

【すまいる】              

野口 泰弘（保育士）  笠 大佑（心理士）        

平木美和子（児童指導員）    
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増田 未央（保育士） 

農山 来夢（作業療法士） 

本田愛香（保育士） 

須﨑あゆみ（指導員） 

 

             発達サポート部門 統括センター長 笠 大佑 

療育相談員 

笠 大佑 

山本 有三 

 

巡回支援専門員 

笠 大佑 

 管理者（児童発達支援管理責任者） 

 工 亜矢 

管理者（児童発達支援管理責任者） 

 田村さおり 

利 用 者 

放課後等デイサービス ハグ 

 

辻 耕輔(児童指導員)  丸田真心（保育士） 

岩内 弘斗（児童指導員）） 

田村すみれ（児童指導員/看護師） 

 

日
中
一
時
支
援
事
業 

く
る
り 



職務分掌 

 

この職務分掌は、社会福祉法人光明童園 児童発達支援センターにこにこ及び放課後等デイサー

ビスハグ「運営規程」に定めるところの第 3 章【従業者の職種、員数及び職務内容】の規程により、

作成、施行するものである。尚、その他の発達サポート部門の事業においてもこれに準ずるものと

する。 

 

職名 職 責 職務内容 

統
括
セ
ン
タ
ー
長 

【監督業務】 

発達サポート部門の施設運

営の最高責任者として、施設

職員を指揮監督し、施設運営

と施設業務の統括に当たる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

□１ 法人理事会への参加 

□２ 施設の統括的な運営管理 

□３ 法人内の連絡調整 

□４ 会計、各種契約、労務管理、苦情に関する責任者 

□５ 印鑑管理者（センター長印、銀行印） 

□６ 小口現金管理責任者 

□７ 個人情報、事故防止・虐待防止等の最高責任者 

□８ 職員人事（採用、異動、昇・降格、任免、賞罰等） 

に関する実務 

□９ 利用者の安全、権利擁護、支援計画に係る重要事項

についての決済 

□10 関係機関・団体からの協力、参加要請に適宜応じる 

□11 その他業務 

管
理
者
（
児
童
発
達
支
援
管
理
責
任
者
） 

【統括センター長職務代理】 

統括センター長を補佐し、統

括センター長に事故がある

時にはその職務を代理する。 

 

 

 

 

 

 

□１ 統括センター長職務代理 

□２ 各事業の運営を統括する 

□３ 利用者に関する相談、助言 

□４ 児童の支援計画の作成と監督 

□５ 職種間の連絡・連携の調整 

□６ 従業者への技術的指導と定期面談の実施 

□７ 保護者との連絡調整 

□８ 実習生の受け入れ業務及び指導 

□９ サービス終了児童、またその保護者に関する業務

（アフターケア含む） 

□10 苦情受付担当窓口 

□11 その他業務 

 

 

 



保
育
士
・
児
童
指
導
員 

 

【直接業務】 

療育に必要な基礎的技術を

習得し、日常の業務を計画的

に遂行する 

 

 

 

 

 

□１ 支援計画に基づき利用者への指導又は訓練を行う 

□２ 利用者又はその家族への相談及び援助を行う 

□３ 利用者の送迎を行う 

□４ 日常の療育の活動計画を立て遂行する 

□５ 生活環境の整備・美化・維持管理を行う 

□６ 利用者の療育記録表の作成、管理業務 

□７ 施設内または法人内で割り振られた委員会に属し

業務を遂行する 

□８ 施設を代表し、礼節をもって関係機関、団体、地域

住民等と関わる 

□９ 常に自身の支援技術と施設運営の向上を目指し

て、積極的に研修に参加するなど研鑽に努める 

□10  その他業務 

機
能
訓
練
担
当
職
員
（
心
理
・
言

語
・
作
業
・
理
学
療
法
士
等
） 

【直接業務】 

専門性を活かし、日常の業務

を計画的に遂行する。 

 

 

 

 

 

 

保育士・児童指導員と職務内容を基本とし、その専門性を

活かし、利用児へのより的確なアセスメントを行い支援

計画と療育活動に反映させる。 

看
護
師 

【直接業務】 

高度な知識技術を習得し、医

療的判断を要する業務を遂

行する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

□１ 継続的な医療的ケアが必要な利用者の健康管理や

処置、及び緊急時における対応 

□２ 医師・または嘱託医との連携 

□３ 薬等の薬品の管理 

□４ 利用者の健康管理及び身体発達上の相談への対応 

□５ 感染予防に関する業務 

□６ 衛生管理に関する業務 

□７ 施設内または法人内で割り振られた委員会に属し

その業務を遂行する 

□ 8   医療的ケア児がいない時間にあたっては、保育士・

児童指導員と同様の業務を行う 

□ 9 その他業務    



非
常
勤
職
員
（
そ
の
他
職
員
） 

【直接業務】 

療育に必要な基礎的技術を

習得し、日常の業務を補助す

る。 

※日中一時支援の業務にあ

たっては、障がい児の日中に

おける活動の場を確保し、障

がい児等の家族の就労支援

及び障害者等を日常的に介

護している家族の一時的な

休息を目指す。 

□1 保育士・児童の職務内容を基本とし、療育の基 

礎的な知識を習得し、保育士・児童指導員の補助に当たる 

 

 

嘱
託
医 

 

 

□1 通所児童及び職員の健康管理 

□２ 通所児童の保健指導 

□3 依頼があった場合の通所児童の健康診断 

□4  利用者の緊急時の対応 

 

 



児童発達支援センターにこにこ

年間予定 活動内容 主なねらい 活動内容 主なねらい

・体力テストの練習（4/6～） ・新しい環境に慣れる

・体力テストの経験

・鬼遊び（５/１８～） ・友達との関わり

・ルールの理解

土曜療育（すまいるぷらす）
お出かけ・ポパイ

・ボランティア体験

・社会体験

・公共施設の利用

・ドッジボール（６/15～）

土曜療育（すまいるぷらす）
外部講師

・生活スキルアップ

・社会体験

・プール、海、川遊び（７/１３～） ・夏の遊びを楽しむ

・身体使い

土曜療育（すまいるぷらす）

職業体験・ポパイ

・ボランティア体験

・社会体験

外食体験（８/１７～） ・公共の施設での

　過ごし方

・新学期の準備

・だるまさんがころんだ
　　　　　　　　　　（９/１４～）
・運動遊び

・ルールの理解

・友達との関わり

・身体使い

土曜療育（すまいるぷらす）
立神峡・お出かけ・ポパイ

・ボランティア体験

・社会体験

・金銭管理・計画立案

・クッキング（１０/１９～）

・親子療育

・道具操作

・手先操作

・食への関心

・家族との交流

・カードゲーム（１１/１6～） ・ルール理解

・友達とのやりとり

土曜療育（すまいるぷらす）
ハイキング

・社会体験

・季節を感じる

・クッキング（12/21～） ・道具操作

・手先操作

・食への関心

土曜療育（すまいるぷらす）
クリスマス会

・生活スキルアップ

・計画立案と実行

・正月遊び（けん玉・コマ）
　　　　　　　（１/４～）

・ルールの理解

・勝負の経験

・友達との関わり

土曜療育（すまいるぷらす）
お出かけ・ポパイ

・ボランティア体験

・生活スキルアップ

・計画立案と実行

・クッキング（２/８～） ・道具操作

・手先操作

・食への関心

・戸外遊び（３/２３～） ・交通ルールの理解

・勝負の経験

・1年の振り返り

・進級に向けての意識

を高める

土曜療育（すまいるぷらす）
お楽しみ会

・1年の振り返り

　.

3月

避難訓練（９日　地震）
合同職員会議③ (１0日ハグ)
土曜療育（20日）
３月３０日～３１日療育休み

・製作
・サーキット（運動遊び）
・年長…国語・お楽しみ会
・音楽療法士による療育

・手先や両手の操作

・身体使い

・感覚統合

・1年の振り返り

・音や音楽を楽しむ

1月
合同職員会議②虐待防止・権利擁護研修（１３日にこ）

土曜療育(１６日）
避難訓練（２２日　火災）

・製作とお正月遊び
・ルール遊び
・年長…国語・体育・算数

・手先や両手の操作

・季節の遊びを楽しむ

・ルールの理解

・時間内に着替える経験

2月

障がい者総合支援協議会こどもサポート部会（４日）

職員会議（３日）
保護者会(１３日）
避難訓練（２２日　地震）

・製作
・サーキット（運動遊び）
・年長…生活・国語・算数

・手先や両手の操作

・季節の行事を楽しむ

・身体使い

11月
職員会議（４日）
避難訓練（４日　不審者）
土曜療育(２１日児発・放デイ）

・ルール遊び
・戸外遊び（お散歩）
・年長…国語
　　　　　　 お買い物体験
・音楽療法士による療育

・ルールの理解

・交通ルール

・季節を感じる

・買い物の経験

・音や音楽を楽しむ

12月

職員会議（２日）
避難訓練（３日　地震）
土曜療育(１9日）
12月２９日（月）療育休み

12月30日～1月3日特別休暇

・クリスマス製作と運動遊び
・サーキット
・年長…国語・生活・図工

・手先や両手の操作

・身体使い

・感覚統合

・想像力を高める

9月

 職員会議（２日）
避難訓練（１４日　水害）
法人中級者研修（1４日）
土曜療育(１９日）

・サーキット（運動遊び）
・年長…国語・生活
　　　　　　　算数
　　　　　　　就学時健診の練習
・音楽療法士による療育

・身体使い

・感覚統合

・順番待ち

・手先の操作

・不安の軽減

・見通しを持つ

・音や音楽を楽しむ

10月

障がい者総合支援協議会こどもサポート部会（１日）

法人管理者研修（５日）
避難訓練（６日　地震）
職員会議（７日）
放デイ親子療育(1７日）
合同感染症対策対応研修（２１日）

・製作と秋祭りごっこ
・ハロウィン製作
・年長…生活・算数・図工
　（サポートブック作り開始）

・お店の人とのやりとり

・手先や両手の操作

・数への興味関心

7月

職員会議（１日）
避難訓練（２日　水害）
合同心肺蘇生・熱中症対策研修(15日）
土曜療育(１８日）

・感触遊び
　（色水遊び・寒天遊び・洗濯遊び）

・年長…体育・感触遊び
・音楽療法士による療育 ・着脱の練習

・感触を楽しむ

・やりとりの経験

・切り替えの経験

・ボディイメージ

・音や音楽を楽しむ

8月

職員会議（５日）
避難訓練（２８日　水害）
8月12日(水）療育休み
8月13日～１５日　特別休暇

・感触遊び

　（絵の具遊び・片栗粉粘土・泥んこ

遊び）

5月

障がい者総合支援協議会こどもサポート部会（7日）

避難訓練（１２日　火災）

法人全体研修（１３日）
土曜療育(１６日）
職員会議（２０日）
就学説明会

・製作と運動遊び

・ルール遊び
・年長…音楽・図工・生活
・音楽療法士による療育

・手先や両手の操作

・身体使い

・ルールの理解

・音や音楽を楽しむ

6月

職員会議（３日）
障がい者総合支援協議会こどもサポート部会研修（6

日）

避難訓練（１０日　水害）
合同ハラスメント研修(17日）
土曜療育(２０日児発・放デイ）
法人上級者研修（２９日）

・小麦粉粘土
・年長…生活・体育・製作

・感触の変化を楽しむ

・手先の操作

・順番待ち

・着脱の練習

令和8年度(2026年度)　児童発達支援センターにこにこ　年間計画

児童発達支援事業「にこにこなかま」 放課後等デイサービス「すまいる」

4月
避難訓練（１3日　火災）
合同 職員会議①（15日ハグ）
こども未来会議（17日10：00～）

・サーキット（運動遊び）
・戸外遊び
・年長…小麦粉粘土・スライム

・親子交流会

・身体使い

・感覚統合

・季節を感じる

・新しい環境に慣れる

・感触を楽しむ



年間予定 活動内容 主なねらい

4月

合同職員会議①（１5日 合同研修）

事業所内研修ケース会（１７日）

こども未来会議（２１日)

避難訓練（２6日火災）

≪春休み・平日≫

・１W　昼食作り

・２W　選択活動

・３～４W　運動遊び

・新しい環境に慣れる

・リラックス方法を知る

・お互いを理解しよう

5月

障がい者総合支援法こどもサポート部会（７日）

法人研修（１３日）　　職員会議（１４日）

事業所内研修ケース会（１５日）

避難訓練（２６日火災）

土曜療育ドリハグ（９・１６日）

≪平日≫

・１W　選択活動

・２～３W　運動遊び

・４W　製作（裁縫）

・５W　選択活動

・ルールの理解

・感覚統合

・手先の操作

・仲間との関わり

6月

障がい者総合支援法こどもサポート部会（６日）

職員会議（１０日）

事業所内研修ケース会（１２日）

避難訓練（2４日　水害）学校見学

土曜療育ドリハグ(２０，２７日)

法人上級者研修（２９日）

≪平日≫

・１～２W　運動遊び

・３W　製作（的当て）

・４W　選択活動

・ルールの理解

・感覚統合

・手先の操作

・仲間との関わり

7月

職員会議（８日)

合同研修（１５日救急法研修）

事業所内研修ケース会（３日）

避難訓練（２３日水災）

土曜療育ドリハグ（４・１１日）

≪平日≫

・１～２W　運動遊び

・３W　製作

≪夏休み≫

・４W　外食・テイクアウト体験

　　　　　公共交通機関・金銭管理・消防署見学

・地域交流

・行事への関心を高める

・感覚統合

・公共の場での過ごし方

8月

職員会議（１６日）

事業所内研修ケース会（１６日）

避難訓練（２８日火災）

特別休暇（１３～１５日）

≪夏休み≫

・１～２W　川遊び

・３～４W　夏祭り

・５W　選択活動

・行事への関心を高める

・公共の場での過ごし方

・夏の遊びを楽しむ

・良好な人間関係

9月

法人中級者研修（１４日）

職員会議（１６日）

事業所内研修ケース会（１８日）

合同研修（２１日）避難訓練（２７日地震）

土曜療育ドリハグ（１９、２６日）

≪平日≫

・１～２W　運動遊び

・３W　製作

・４W　選択活動

・体力の向上

・ルールの理解

・仲間との関わり

・地域交流

10月

障がい者総合支援法こどもサポート部会（１日）

職員会議（１４日）

事業所内研修ケース会（１５日）

避難訓練（２７日火災）

土曜療育ドリハグ（１０，１７日）

≪平日≫

・１～２W　運動遊び

・３W　製作

・４W　選択活動

・５W運動遊び

・ルールの理解

・行事を楽しむ

・地域交流

11月

職員会議（１１日）

事業所内研修ケース会（１３日）

避難訓練（２５日火災）

土曜療育（７，１４日）

≪平日≫

・１W　運動遊び

・２W　製作

・３W　選択活動

・４W　運動遊び

・高校文化祭で様子を知る

・身体を思いっきり動かす

・良好な人間関係

12月

職員会議（９日）

事業所内研修ケース会（１８日）

避難訓練（２４日火災）

土曜療育（５．１９日）

事業所評価・保護者アンケート調査開始

≪平日≫

・１W　運動遊び

・２W　製作

・３W　選択活動

≪冬休み≫

・４W　クッキング

・仲間意識

・家事を知る、学ぶ

・他事業所との交流

1月

合同職員会議②（1３日）　三者面談

事業所内研修ケース会（２２日）

避難訓練（２９日山火事）

土曜療育（１８，２５日）

≪平日≫

・２W　選択活動

・３～４W　運動遊び

・５W　製作

・季節の遊びを楽しむ

・ルールの理解

・仲間とのやりとり

2月

職員会議（1０日）　　三者面談

事業所内研修ケース会（１９日）

避難訓練（２５日火災）

保護者会（２７日）

土曜療育（１３．２０日）

≪平日≫

・１W　選択活動

・２～３W　運動遊び

・４W　製作

・自己を知る

・強みをみつける

・身体を思いっ切り動かす

3月

合同職員会議③（1０日）　　三者面談

事業所内研修ケース会（１８日）

避難訓練（２４日火災）

土曜療育（６．１３日）

≪平日≫

・１W　運動遊び

・２W　製作

・３W　選択活動

≪春休み≫

・４W　クッキング

・自己を知る

・1年の振り返り

・進級、進学に向けての意識

　を高める

令和8年度（2026年度）　放課後等デイサービス「ハグ」　年間計画

≪土曜≫

・自己理解と自立を

意識した活動

≪土曜≫

・他者とのやり取り

自律を意識した

活動

≪土曜≫

・自己理解と自立を

意識した活動

≪土曜≫

・地域貢献を

意識した活動

≪土曜≫

・他者とのやり取り

自律を意識した

活動

≪土曜≫

・他者とのやり取り

自律を意識した

活動

≪土曜≫

・他者とのやり取り

自律を意識した

活動

≪土曜≫

・他者とのやり取り

自律を意識した

活動

≪土曜≫

・他者とのやり取り

自律を意識した

活動

≪土曜≫

・一年の振り返り



４月

５月

６月

７月

８月

９月

１０月

１１月

１２月

１月

２月

３月

児童発達支援センターにこにこ・放課後等デイサービスハグ

2026年度　職員研修計画

にこにこ ハグ

※事故防止・虐待防止委

員会は毎月の職員で全職

員参画の元実施

※法人研修（新任・中

級・上級者研修に随時参

加）

※児童発達管理責任者初

任者研修及び更新研修

※発達や障がい、こども

に関する研修は随時参加

備考

≪合同≫

　　法人全体研修会

≪ハグ≫

　発達性協調運動障害（DCD）理解研修

　SST研修

　外部講師：未定

≪合同≫

　　ハラスメント研修（17日）

≪合同≫

　　モチベーションアップ研修

　　マニュアルの見直し（危機管理・感染症など）

≪合同≫

　　感染症対策とその対応（21日）

≪合同≫

　虐待防止・権利擁護・身体拘束について（13日）

≪合同≫

　　救急救命・熱中症対策研修（15日）

　　　　　　　　外部講師：水俣市消防署

≪にこにこ≫

　歩行や身辺自立を促す関わり方についての研修

　外部講師：熊本県こども総合療育センター（年１回）


